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【
連
載
◎
ニ
ッ
ポ
ン
核
武
装
の
疑
惑
を
追
う
】
第
４
回

『
隠
し
て
核
武
装
す
る
日
本
』
を
出
版
／
核
武
装
推
進
議
員
が
増
加
―
―
自
民
党
国
会
議
員
九
〇
人

柳
田
　
真

一　

槌　
田　
敦　
さ　
ん　
（　
元　
理　
化　
学　
研　
究　
所　
、　
元　
名　
城　
大　
学　
教　
授　
）　
を　
代　
表　
と　
す　
る　
「　
核　
開　
発　
に　

反　
対　
す　
る　
会　
」　
は　
二　
〇　
〇　
六　
年　
秋　
か　
ら　
二　
〇　
〇　
七　
年　
夏　
の　
六　
回　
の　
講　
演　
、　
討　
論　
集　
会　
の　
成　
果　

を　
集　
大　
成　
し　
て　
、　
本　
を　
発　
行　
し　
ま　
し　
た　
。　『　
隠　
し　
て　
核　
武　
装　
す　
る　
日　
本　
』　（　
一　
九　
〇　
頁　
、　
一　
五　

七　
五　
円　
）　
で　
す　
。　
執　
筆　
者　
・　
内　
容　
は　
次　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

槌　
田　
敦　
「　
核　
武　
装　
を　
準　
備　
す　
る　
日　
本　
」　
／　
藤　
田　
祐　
幸　
「　
戦　
後　
日　
本　
の　
核　
政　
策　
史　
」　、　
補　
論　
１　

「　
原　
爆　
で　
戦　
争　
が　
終　
わ　
っ　
た　
の　
で　
は　
な　
い　
―　
久　
間　
前　
防　
衛　
相　
へ　
の　
反　
論　
」　、　
補　
論　
２　
「　
中　
西　
輝　

政　
の　
核　
武　
装　
論　
―　
日　
本　
の　
「　
右　
翼　
」　
は　
ど　
の　
よ　
う　
な　
軍　
国　
主　
義　
を　
考　
え　
て　
い　
る　
の　
か　
」　
／　
山　

崎　
久　
隆　
「　「　
核　
」　
攻　
撃　
と　
ミ　
サ　
イ　
ル　
防　
衛　
」　
／　
井　
上　
澄　
夫　
「　「　
核　
武　
装　
論　
議　
」　
の　
解　
禁　
が　
私　
た　

ち
に
問
う
も
の
」
／
原
田
裕
史
「
平
和
の
た
め
の
核
兵
器

」
／
望
月
彰

「　
東　
海　
村　
臨　
界　
事　
故　
と　
核　
開　
発　
」　
／　
渡　
辺　
寿　
子　
「　
日　
本　
の　
科　
学　
者　
は　
再　
び　
核　
兵　
器　
開　
発　
に　
手　
を　

染　
め　
な　
い　
か　
」　
／　
中　
嶌　
哲　
演　
「　
序　
―　
プ　
ル　
ー　
ト　
ー　
と　
ブ　
ッ　
ダ　
」　
／　
柳　
田　
真　
「　
日　
本　
核　
武　
装　
の　

疑　
惑　
を　
追　
う　
市　
民　
の　
活　
動　
―　
―　
あ　
と　
が　
き　
に　
か　
え　
て　
」　
／　
「　「　
核　
武　
装　
」　
推　
進　
議　
員　
が　
増　
加　
」　

核　
武　
装　
推　
進　
・　
容　
認　
国　
会　
議　
員　
リ　
ス　
ト　

こ　
の　
本　
は　
「　
原　
子　
力　
の　
平　
和　
利　
用　
＝　
原　
子　
力　
発　
電　
」　
を　
隠　
れ　
蓑　
に　
し　
て　
日　
本　
が　
核　
開　
発　

（　
核　
兵　
器　
＝　
原　
爆　
づ　
く　
り　
）　
を　
進　
め　
て　
き　
た　
こ　
と　
を　
、　
歴　
史　
的　
な　
面　
（　
戦　
後　
も　
戦　
前　
も　
）　
か　
ら　

も　
、　
日　
本　
の　
現　
有　
の　
原　
子　
力　
技　
術　
の　
実　
際　
上　
か　
ら　
も　
、　
そ　
し　
て　
政　
府　
要　
人　
の　
発　
言　
か　
ら　
も　
そ　

れ　
ぞ　
れ　
分　
析　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

二　

二　
〇　
〇　
六　
年　
一　
〇　
月　
の　
北　
朝　
鮮　
の　
核　
実　
験　
を　
絶　
好　
の　
好　
機　
に　
、　
超　
タ　
カ　
派　
・　
安　
倍　
内　
閣　

の　
成　
立　
を　
バ　
ッ　
ク　
に　
、　
保　
守　
右　
派　
政　
治　
家　
・　
論　
壇　
が　
こ　
こ　
ぞ　
と　
ば　
か　
り　
に　
「　
日　
本　
核　
武　
装　
論　
」　

を　
提　
起　
し　
ま　
し　
た　
。　
中　
川　
一　
郎　
自　
民　
党　
政　
調　
会　
長　
（　
当　
時　
）　、　
麻　
生　
太　
郎　
外　
相　
、　
中　
曽　
根　
康　
弘　

元　
首　
相　
ら　
で　
す　
。　
こ　
の　
日　
本　
核　
武　
装　
論　
は　
日　
本　
保　
守　
勢　
力　
内　
に　
深　
く　
大　
き　
い　
人　
脈　
と　
勢　
力　
を　

も　
っ　
て　
い　
て　
、　
そ　
の　
時　
々　
の　
政　
治　
情　
勢　
を　
と　
ら　
え　
て　
、　
間　
欠　
泉　
的　
に　
吹　
き　
出　
し　
て　
き　
ま　
す　
。　

根　
が　
深　
く　
、　
日　
本　
の　
将　
来　
に　
関　
わ　
る　
重　
大　
な　
問　
題　
で　
す　
。　

一　
方　
、　
こ　
れ　
に　
対　
抗　
す　
る　
民　
衆　
の　
側　
の　
議　
論　
（　
理　
論　
武　
装　
）　
と　
運　
動　
は　
残　
念　
な　
が　
ら　
全　
く　

乏　
し　
い　
。　
討　
論　
の　
場　
も　
本　
（　
書　
籍　
）　
も　
私　
た　
ち　
の　
知　
る　
限　
り　
ほ　
と　
ん　
ど　
な　
い　
現　
状　
の　
中　
で　
、　

さ　
さ　
や　
か　
な　
が　
ら　
、　
私　
た　
ち　
の　
努　
力　
が　
実　
っ　
て　
一　
冊　
の　
本　
＝　
『　
隠　
し　
て　
核　
武　
装　
す　
る　
日　
本　
』　

に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

三　

本　
が　
好　
評　
、　
売　
れ　
行　
き　
も　
順　
調　

二　
〇　
〇　
七　
年　
一　
二　
月　
に　
発　
行　
し　
た　
『　
隠　
し　
て　
核　
武　
装　
す　
る　
日　
本　
』　
が　
好　
評　
で　
す　
。　
他　
に　
類　

書　
が　
な　
い　
（　
私　
は　
知　
ら　
な　
い　
）　
こ　
と　
も　
あ　
り　
、　
売　
れ　
行　
き　
も　
順　
調　
で　
す　
。　
本　
の　
題　
名　
を　
考　
え　

た　
の　
は　
小　
若　
順　
一　
さ　
ん　
（　
食　
品　
と　
暮　
ら　
し　
の　
安　
全　
）　、　
表　
紙　
の　
デ　
ザ　
イ　
ン　
、　
色　
彩　
は　
鈴　
木　
千　
津　

子　
さ　
ん　
（　
た　
ん　
ぽ　
ぽ　
舎　
）　、　
全　
体　
の　
諸　
雑　
用　
は　
東　
京　
北　
区　
の　
影　
書　
房　
の　
松　
浦　
さ　
ん　
。　
影　
書　
房　
は　

鎌　
仲　
ひ　
と　
み　
著　
『　
ヒ　
バ　
ク　
シ　
ャ　
』　
な　
ど　
の　
本　
の　
出　
版　
が　
あ　
る　
。　
挿　
絵　
の　
橋　
本　
勝　
さ　
ん　
、　
推　
薦　

文　
が　
小　
出　
裕　
章　
さ　
ん　
（　
京　
大　
）　、　
初　
版　
は　
二　
〇　
〇　
〇　
部　
発　
行　
で　
す　
。　

四　

書　
評　
も　
い　
く　
つ　
か　
―　
―　
図　
書　
新　
聞　
、　
社　
会　
評　
論　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
Ｊ　
Ａ　
Ｎ　
Ｊ　
Ａ　
Ｎ　

『　
隠　
し　
て　
核　
武　
装　
す　
る　
日　
本　
』　
の　
書　
評　
が　
図　
書　
新　
聞　
、　
社　
会　
評　
論　
な　
ど　
に　
載　
り　
ま　
し　
た　
。　
樋　

口　
篤　
三　
さ　
ん　
（　
日　
本　
労　
働　
ペ　
ン　
ク　
ラ　
ブ　
）　
執　
筆　
の　
「　
原　
発　
と　
核　
兵　
器　
は　
１　
つ　
の　
も　
の　
―　
―　
行　

動　
を　
迫　
る　
す　
ぐ　
れ　
た　
問　
題　
提　
起　
」　（　
図　
書　
新　
聞　
一　
月　
一　
九　
日　
号　
）　、　
中　
村　
泰　
子　
さ　
ん　
の　
書　
評　
は　

季　
刊　
雑　
誌　
『　
社　
会　
評　
論　
』　（　
冬　
号　
）　
に　
掲　
載　
。　
本　
の　
簡　
単　
な　
紹　
介　
は　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
新　
聞　
Ｊ　

Ａ　
Ｎ　
Ｊ　
Ａ　
Ｎ　
。　

五　

三　
月　
二　
日　
（　
日　
）　
午　
後　
出　
版　
を　
祝　
う　
会　
、　
会　
場　
は　
東　
京　
学　
院　
　　
私　
が　
関　
係　
し　
て　
出　
版　
し　

た　
本　
は　
一　
冊　
目　
が　
『　
東　
海　
村　
「　
臨　
界　
」　
事　
故　
―　
国　
内　
最　
大　
の　
原　
子　
力　
事　
故　
。　
そ　
の　
責　
任　
は　
核　

燃　
機　
構　
（　
旧　
・　
動　
燃　
）　
だ　
』　（　
高　
文　
研　
か　
ら　
出　
版　
）　
で　
す　
。　
こ　
の　
『　
隠　
し　
て　
核　
武　
装　
す　
る　
日　
本　
』　

は　
二　
冊　
目　
。　
三　
月　
二　
日　
（　
日　
）　
午　
後　
一　
時　
〜　
五　
時　
、　
出　
版　
記　
念　
会　
を　
東　
京　
学　
院　
（　
Ｊ　
Ｒ　
水　
道　

橋　
西　
口　
徒　
歩　
二　
分　
）　
で　
行　
い　
ま　
す　
。　
中　
身　
は　
鎌　
仲　
ひ　
と　
み　
さ　
ん　
（　
映　
画　
六　
ヶ　
所　
村　
ラ　
プ　
ソ　
デ　

ィ　
、　
ヒ　
バ　
ク　
シ　
ャ　
の　
監　
督　
）　
と　
槌　
田　
敦　
さ　
ん　
の　
対　
談　
、　
交　
流　
・　
懇　
親　
会　
（　
参　
加　
者　
各　
人　
の　
三　

分　
発　
言　
）　
な　
ど　
。　
ご　
参　
加　
い　
た　
だ　
く　
と　
う　
れ　
し　
い　
。　

六　

特　
殊　
原　
子　
炉　
も　
ん　
じ　
ゅ　
運　
転　
「　
再　
開　
」　
に　
反　
対　
す　
る　
署　
名　
を　
多　
く　
の　
呼　
び　
か　
け　
人　
の　
協　

力　
・　
共　
同　
で　
始　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

一　
月　
一　
一　
日　
現　
在　
の　
数　
字　
は　
呼　
び　
か　
け　
人　
一　
九　
〇　
人　
、　
署　
名　
者　
数　
七　
一　
六　
人　
、　
兵　
器　
級　
プ　

ル　
ト　
ニ　
ウ　
ム　
を　
作　
る　
軍　
用　
炉　
も　
ん　
じ　
ゅ　
の　
再　
開　
を　
く　
い　
と　
め　
る　
こ　
と　
は　
日　
本　
核　
武　
装　
阻　
止　
の　

重　
要　
な　
課　
題　
で　
す　
。　
是　
非　
多　
く　
の　
人　
の　
署　
名　
へ　
の　
協　
力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
。　




